
2款　1項　21目

【会計】一般会計

2款：総務費　1項：総務管理費　21目：諸費

59

【予算額】

一般財源 国庫支出金 県支出金 地方債 その他特財

12,686千円 4,154千円

【事業の概要】

【予算額の節別内訳】

予算額

8 報償費

講師謝礼 50千円

9 旅費

普通旅費 20千円

11 需用費

消耗品費 857千円

食糧費 14千円

光熱水費 129千円

13 委託料

機器保守点検委託料 273千円

15 工事請負費

防犯カメラ等設置工事 8,316千円

19 負担金補助及び交付金

2,961千円 佐倉警察署管内防犯組合連合会負担金佐倉警察署管内防犯組合連合会負担金

事業の概要

・自主防犯活動団体へ防犯資器材の貸出を行います。
・防犯研修会を実施します。
・駅頭での防犯キャンペーンを実施します。
・佐倉警察署管内防犯組合連合会への負担金を支出します。
・防犯カメラの設置及び管理運用を行います。
・自治会等が設置する防犯カメラの設置費を補助します。
・市事業等からの暴力団排除の取組を推進します。

平成30年度　当初予算要求事業内容説明書

第2章　快適で、安全・安心なまちづくり

施策1　犯罪の防止を図ります

事業 地域防犯活動推進事業

担当所属 危機管理室

予算要求額
（財源内訳）

16,840千円

基本施策4　防犯・交通安全・市民相談の充実

事業の目的
自主防犯活動の支援や、市民の防犯に対する意識の啓発を行うことにより、犯罪抑止を図り、市民協働による
安全・安心なまちづくりを進めます。

事業の効果

自主防犯活動の充実、市民の防犯意識の高揚が図られることにより、犯罪発生の抑止が期待されます。

節 説明

講演会講師料（１回分）

職員の出張に要する交通費

貸出用防犯資機材、防犯キャンペーン用消耗品等購入費

暴力団排除対策協議会等の実施に係るお茶代

防犯カメラ電気使用料

防犯カメラ機器保守点検委託料

防犯カメラ設置工事費（１０台）



20千円

防犯カメラ設置事業補助金 4,200千円

16,840千円

【活動指標・成果指標】　

自主防犯活動団体数 178団体

市内刑法犯認知件数 1,220件

千葉犯罪被害者支援センター賛助会費

防犯カメラ設置事業補助金

計

千葉犯罪被害者支援センター賛助会費

指標名 平成30年度計画値

防犯資器材新規利用団体数 3団体


